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選
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梁
の
頭
を
掠か

す

め
夏
燕

　
　
　
　
　
　
　
三
谷
福
美

童
べ
歌
聞
こ
え
て
来
る
よ
桜
草

　
　
　
　
高
橋
和
子

風
涼
し
八
堂
山
の
森
抜
け
る
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正
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光
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来
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談
し
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
田
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ら
る
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し
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向
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咲
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静
か
な
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ぶ
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塩
見
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の
ど
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寿
の
女
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人
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今
井
明
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■
俳
句
・
川
柳
・
短
歌　

作
品
募
集

　

作
品
は
、
読
み
や
す
い
書
体
（
楷か

い
し
ょ書

等
）
で
作
成
し
、

俳
句
・
川
柳
・
短
歌
の
別
を
書
き
、
漢
字
に
は
ふ
り
が

な
を
振
り
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
毎

月
１
日
ま
で
に
担
当
課
へ
郵
送
・
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
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直
通
）

　　　　　　　今年の７月25日、ＡＬＴとして来日してから３年に
　　　　　　なります。その間私は剣道を習ったり、日本語を勉強
　　　　　　したり、別府や出雲にも行きました。次々と新しい経
験で日本文化について教わりました。日本を２つ目の母国として愛
するようになりました。弁護士になる夢を叶えるためにアメリカに
戻りますが、帰国後は日本が懐かしくなることでしょう。もし出来
るなら、将来は両国に関係する仕事に就きたいと思っています。
　お世話になった先生方と学生には感謝しています。日本に着いた
とき、いい教師になれるかどうかは分かりませんでしたが、目標が
一つありました。それは西条の人に英語や西洋文化に興味を持って
もらうことでした。授業を一緒に教えて下さった先生には大変助け
られました。おかげで、楽しく、うれしい笑顔いっぱい授業ができ
ました。学生たちが完全に内容を理解していなくても笑顔で頑張っ
てくれたのは嬉しかったです。西条でたくさんの素敵な人に出会え
てよかったです。皆さまに、「さようなら、お世話になりました」
と言いたいのです。　　　　（外国語指導助手　ダニエル・ゴフ）

お別れの手紙

            　　　皆さん、こんにちは。私はダンズビーと言い
　　　　　　ます。この５年間、西条に住まわせていただき
　　　　　　ました。７月末で、アメリカに帰国します。西
条での滞在は貴重な体験でした。皆さんのサポートや親切の
おかげで素晴らしい経験ができました。
　５年前、西条に着いた時は少し不安でした。いうまでもな
く出身地のフロリダ州との文化的な違いも風景的な違いもあ
りました。毎朝目覚めるときに、山の景色を見慣れるのは時
間がかかりました。当時は、日本語能力が低かったため、勘
違いも多かったです。今では西条での生活に慣れて、帰国後
西条が懐かしくなることでしょう。
　西条で教える機会を与えてくださってありがとうございま
した。５年前に教えた子どもたちが大学に通うのは少し微妙
な気持ちですが、彼らが英語を勉強するのを見てよく感動し
ます。皆さん、私の後に来るＡＬＴもよろしく頼みます。同
じように丁寧で親切に彼らをサポートするように祈っていま
す。ひとまずさようならですが、来年の西条まつりには戻る
つもりです。その時、またよろしくお願いします！
　　　　　（外国語指導助手　スティーブン・ダンズビー）

大きな「ありがとう！」
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